
不

安

 

        

影
の
想
い 

       
 

 
 

 
 

P
.N

モ

リ

ヤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

森

田

沙

彩

）

 

 



人

 

物

 
及

川

お

い

か

わ

正

樹

ま

さ

き

（

４

０

）

刑

事

 

及

川

順

平

（

１

７

）

及

川

の

息

子

 

槍

田

舜

や

り

た

し

ゅ

ん

（

３

２

）

及

川

の

同

僚

刑

事

 

及

川

加

奈

子

（

４

０

）

及

川

の

妻

 

警

官

１

 

警

官

２

 

教

師

 

上

司
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○

繁

華

街

・

路

地

裏

 

雑

居

ビ

ル

が

並

ん

で

い

る

。

１

つ

の

ビ

ル

の

前

で

包

丁

や

バ

ッ

ト

を

持

っ

た

男

１

０

人

を

次

々

空

手

で

な

ぎ

倒

し

て

い

く

、

紺

の

ス

ー

ツ

に

『

Ｐ

Ｏ

Ｌ

Ｉ

Ｃ

Ｅ

』

と

印

字

さ

れ

た

ジ

ャ

ン

パ

ー

を

羽

織

っ

た

及

川

正

樹

（

４

０

）
。

 

及

川

、

腕

時

計

を

見

な

が

ら

、

 

及

川

「

１

５

時

２

０

分

、

大

麻

密

輸

の

容

疑

で

逮

捕

」

 

警

官

数

名

が

取

り

押

さ

え

て

い

く

。
 

及

川

、

路

地

の

奥

に

い

る

ホ

ー

ム

レ

ス

に

近

づ

き

、

懐

か

ら

財

布

を

取

り

出

す

。

 

及

川

「

今

夜

は

雪

予

報

だ

。

こ

の

金

で

ど

こ

か

泊

ま

り

な

さ

い

。

あ

と

、

こ

こ

の

自

治

体

に

行

け

ば

保

護

し

て

く

れ

る

」

 

と

、

１

万

円

と

自

治

体

の

住

所

が

載

っ

た

紙

を

渡

す

。

 

警

官

１

「

ま

た

渡

し

て

る

よ

。

無

駄

な

の

に

な

」
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警

官

２

「

し

ょ

う

が

ね

ぇ

よ

。

正

義

感

の

塊

み

た

い

な

人

だ

か

ら

さ

」

 

警

官

１

「

確

か

に

。

あ

の

姿

あ

っ

て

及

川

さ

ん

か

」

 
礼

を

す

る

ホ

ー

ム

レ

ス

と

、

笑

顔

の

及

川

。

 

 

○

高

尾

西

高

校

・

外

観
 

 

○

同

・

廊

下

 

多

く

の

学

生

が

歩

い

て

い

る

。

そ

の

中

に

教

材

を

抱

え

た

教

師

と

、

片

脚

を

少

し

引

き

ず

る

笑

顔

の

及

川

順

平

（

１

７

）
。

コ

ー

ト

を

着

た

制

服

姿

、

ヘ

ル

プ

マ

ー

ク

の

付

い

た

リ

ュ

ッ

ク

を

背

負

っ

て

い

る

。

 

 

○

同

・

職

員

室

 

 
 

 

机

に

教

材

を

置

く

教

師

と

順

平

。

 

教

師

「

い

つ

も

助

か

る

よ

。

あ

、

誰

か

と

帰

る

約

束

し

て

た

か

？

」

 

順

平

「

待

ち

合

わ

せ

な

ん

で

大

丈

夫

。

じ

ゃ

！

」

 

教

師

「

お

う

。

受

験

勉

強

頑

張

れ

よ

！

」
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会

釈

し

、

職

員

室

を

出

て

い

く

、

順

平

。

 

 
 

 
 

○

及

川

家

・

玄

関

・

外

（

夕

）

 
一

軒

家

。

玄

関

脇

に

車

庫

に

入

っ

た

赤

の

軽

自

動

車

。
 

ド

ア

を

開

け

、

入

ろ

う

と

す

る

、

順

平

。

 

順

平

「

た

だ

い

ま

ー

」

 

背

後

に

全

身

黒

ず

く

め

の

包

丁

を

持

っ

た

古

谷

裕

也

。

順

平

を

押

す

。

 

 

○

同

・

中

（

夕

）

 

順

平

振

り

返

り

、

古

谷

と

揉

み

合

う

。

 

順

平

、

包

丁

を

取

り

上

げ

よ

う

と

す

る

が

、

片

脚

が

揺

ら

ぎ

、

体

制

を

崩

し

な

が

ら

古

谷

の

腹

に

刺

す

。

倒

れ

る

、

古

谷

。

 

リ

ビ

ン

グ

か

ら

顔

を

出

す

、

エ

プ

ロ

ン

を

つ

け

た

及

川

加

奈

子

（

４

０

）
。

 

加

奈

子

「

な

に

ド

タ

ド

タ

し

て

」

 

と

、

加

奈

子

、

１

歩

下

が

り

腰

が

抜

け

る

。
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順

平

、

血

で

塗

れ

た

包

丁

を

持

っ

た

ま

ま

、

そ

の

場

に

し

ゃ

が

み

込

む

。

 

 

○

八

王

子

警

察

署

・

正

面

入

り

口

・

外

（

夜

）

 

ド

ア

の

脇

に

『

八

王

子

警

察

署

』

の

看

板

。

 

入

口

か

ら

出

て

く

る

、

バ

ッ

グ

と

黒

の

ダ

ウ

ン

を

着

た

、

及

川

。
 

 

○

及

川

家

・

玄

関

・

外

（

夜

）

 

真

っ

暗

な

及

川

家

。

及

川

、

家

を

見

上

げ

、

首

を

か

し

げ

な

が

ら

ド

ア

を

開

け

る

。
 

 

○

同

・

中

（

夜

）

 

ド

ア

が

開

き

、

中

に

入

る

及

川

。

 

及

川

、

周

り

を

見

渡

し

バ

ッ

グ

を

落

と

す

。

 

及

川

「

お

い

、

大

丈

夫

か

。

何

が

あ

っ

た

」

 

順

平

、

ゆ

っ

く

り

及

川

を

見

て

、

 

順

平

「

分

か

ら

な

い

。

突

然

こ

い

つ

が

こ

れ

持

っ

て

押

し

て

き

て

、

ヤ

バ

い

っ

て

思

っ

て

た

ら

」

 

順

平

、

包

丁

を

落

と

し

、

頭

を

抱

え

俯

く

。
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加

奈

子

、

膝

で

歩

き

、

及

川

の

服

を

掴

む

。

 
加

奈

子

「

ね

、

正

当

防

衛

よ

ね

？

１

月

に

は

受

験

が

あ

る

し

、

脚

だ

っ

て

悪

い

の

よ

！

」

 
及

川

、

古

谷

の

遺

体

を

見

て

、

両

手

で

頭

を

抱

え

る

。

ゆ

っ

く

り

何

度

も

頷

く

。

 

及

川

「

分

か

っ

た

。

大

丈

夫

だ

。

な

ん

と

か

す

る

」

 

及

川

、

順

平

と

加

奈

子

の

肩

を

叩

き

、

家

の

中

に

上

が

る

。

 

 

○

及

川

家

・

車

庫

・

外

（

深

夜

）

 

雪

が

降

っ

て

い

る

。

 

及

川

と

順

平

、

周

り

を

見

渡

し

な

が

ら

、

布

団

に

巻

か

れ

た

遺

体

を

車

に

積

む

。

 

及

川

と

順

平

、

車

に

乗

り

、

走

り

出

す

。

 

 

○

森

林

・

平

坦

な

道

（

深

夜

）

 

道

の

脇

に

空

き

地

。

及

川

の

車

が

停

ま

っ

て

い

る

。

縦

２

ｍ

で

浅

め

の

穴

に

遺

体

。

 

シ

ャ

ベ

ル

で

土

を

か

け

て

い

く

、

及

川

。

 

脇

に

立

つ

、

血

塗

れ

た

両

手

を

握

る

順

平

。
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及

川

「

帰

っ

た

ら

風

呂

に

入

っ

て

寝

て

、

目

が

覚

め

た

ら

陽

が

上

が

っ

て

る

。

何

も

変

わ

ら

な

い

」

 

順

平

の

背

を

叩

き

一

緒

に

立

ち

去

る

及

川

。

 
土

の

隙

間

か

ら

ワ

イ

ヤ

レ

ス

イ

ヤ

ホ

ン

。

 

 

○

及

川

家

・

玄

関

・

外

（

朝

）

 

ド

ア

か

ら

出

て

く

る

、

ゴ

ミ

袋

を

持

っ

た

加

奈

子

。

近

所

の

人

に

笑

顔

で

挨

拶

を

す

る

。

 

そ

の

後

か

ら

制

服

姿

の

順

平

と

ス

ー

ツ

を

着

た

及

川

、

加

奈

子

に

笑

顔

で

挨

拶

を

し

て

立

ち

去

る

。

 

 

○

八

王

子

警

察

署

・

刑

事

課

 

入

口

前

の

棚

の

上

に

『

刑

事

課

』

の

札

。

 

机

が

整

然

と

並

ん

で

お

り

、

制

服

を

着

た

人

が

ま

ば

ら

に

い

る

。

 

椅

子

に

座

っ

て

ガ

ム

を

噛

み

、

ス

マ

ホ

を

観

な

が

ら

貧

乏

ゆ

す

り

を

し

て

い

る

槍

田

舜

（

３

２

）
。

 

槍

田

の

頭

を

、

上

司

が

書

類

で

叩

く

。
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上

司

「

馬

な

ん

か

観

て

な

い

で

仕

事

だ

、

仕

事

」

 
槍

田

「

お

あ

ー

！

勝

っ

た

！

当

た

っ

た

！

」

 

と

、

飛

び

跳

ね

る

。

 
上

司

、

顔

写

真

と

一

緒

に

『

得

意

行

方

不

明

者

 

古

谷

裕

也

』

と

記

載

さ

れ

た

書

類

を

槍

田

の

顔

に

叩

き

つ

け

る

。

 

上

司

「

特

異

行

方

不

明

者

だ

！

高

校

生

で

昨

日

か

ら

音

沙

汰

な

し

。

置

手

紙

有

り

。

他

に

回

す

ぞ

」

 

槍

田

、

書

類

を

勢

い

よ

く

奪

う

。

 

槍

田

「

あ

ー

！

す

ん

ま

せ

ん

で

し

た

、

や

り

ま

す

！

事

件

の

可

能

性

が

あ

る

っ

て

こ

と

で

す

よ

ね

」

 

上

司

「

ス

マ

ホ

は

自

宅

に

あ

っ

た

か

ら

、

位

置

情

報

の

特

定

が

で

き

な

い

。

頼

ん

だ

ぞ

」

 

槍

田

「

は

い

！

よ

っ

し

ゃ

！

」

 

上

司

「

今

回

が

ラ

ス

ト

チ

ャ

ン

ス

だ

か

ら

な

。

ま

た

誤

認

逮

捕

し

た

ら

、

即

、

即

！

移

動

だ

」

 

槍

田

、

何

度

も

頷

き

、

出

て

い

く

。

 

 

○

同

・

食

堂
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テ

ー

ブ

ル

で

書

類

を

見

な

が

ら

、

カ

ツ

丼

を

食

べ

て

い

る

、

槍

田

。

 

向

か

い

に

及

川

が

蕎

麦

を

置

き

、

座

る

。

 

及

川

「

ラ

ス

ト

チ

ャ

ン

ス

、

な

ん

だ

っ

て

？

」

 

槍

田

「

あ

！

ち

ょ

っ

と

助

言

い

た

だ

け

ま

す

？

」

 

及

川

「

ふ

、

も

う

根

を

上

げ

た

の

か

」

 

資

料

を

覗

き

込

み

、

目

を

見

開

く

、

及

川

。

 

槍

田

「

最

後

の

目

撃

は

駅

員

。

防

犯

カ

メ

ラ

で

追

っ

て

い

る

ん

す

け

ど

、

住

宅

街

近

辺

で

詰

ん

で

て

」

 

及

川

、

身

な

り

を

整

え

、

蕎

麦

を

食

べ

る

。

 

及

川

「

捜

索

範

囲

が

広

が

る

と

情

報

が

多

く

な

る

。

そ

れ

ま

で

出

来

る

こ

と

を

頑

張

る

ん

だ

」

 

槍

田

、

書

類

を

手

に

取

り

項

垂

れ

る

。

 

 

○

コ

ン

ビ

ニ

・

入

口

・

外

（

夕

）

 

肉

ま

ん

片

手

に

出

て

く

る

制

服

姿

の

順

平

。

 

防

犯

カ

メ

ラ

の

下

、

店

員

と

メ

モ

を

取

る

槍

田

。

 

順

平

、

肉

ま

ん

を

強

く

握

り

、

俯

き

な

が

ら

立

ち

去

る

。
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○

及

川

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

）

 

食

卓

を

囲

む

、

及

川

、

加

奈

子

、

順

平

。

 

及

川

、

加

奈

子

、

サ

バ

の

身

を

解

し

、

食

べ

て

い

る

。

順

平

、

箸

を

持

っ

た

ま

ま

微

動

だ

に

し

な

い

。
 

加

奈

子

「

ど

う

し

た

の

？

あ

、

ま

だ

生

だ

っ

た

？

」

 

順

平

、

箸

を

勢

い

よ

く

置

き

、

頭

を

掻

き

む

し

る

。

 

順

平

「

も

う

、

無

理

だ

よ

。

変

だ

よ

、

な

ん

で

普

通

の

顔

出

来

る

わ

け

。

自

首

、

自

首

し

た

い

」

 

加

奈

子

、

勢

い

よ

く

立

ち

上

が

る

。
 

加

奈

子

「

自

首

っ

て

」

 

及

川

、

箸

を

強

く

握

り

、

立

ち

上

が

る

が

、

座

る

。

俯

き

な

が

ら

、

 

及

川

「

苦

し

い

か

。

正

当

防

衛

だ

と

し

て

も

」

 

順

平

、

し

ゃ

っ

く

り

を

あ

げ

泣

き

始

め

る

。

 

順

平

「

人

を

、

人

を

殺

し

」

 

加

奈

子

、

順

平

を

抱

き

し

め

る

。

 

及

川

、

立

ち

上

が

り

抱

き

し

め

よ

う

と

す

る

が

、

止

ま

り

、

ゆ

っ

く

り

両

肩

を

掴

む

。

 



             20                          19  

及

川

「

自

分

を

守

っ

た

ん

だ

。

人

を

殺

そ

う

と

し

た

奴

に

、

人

生

を

狂

わ

せ

て

は

、

狂

わ

せ

て

、

は

」

 

と

、

俯

く

。

 

 

○

同

・

寝

室

（

夜

）
 

ベ

ッ

ド

に

座

っ

て

い

る

及

川

、

横

に

な

っ

て

い

る

加

奈

子

。

及

川

の

膝

の

上

に

木

箱

。

中

に

血

塗

れ

た

包

丁

。

ベ

ッ

ド

下

に

隠

す

。

 

加

奈

子

「

ネ

ッ

ト

で

ね

、

正

当

防

衛

で

も

、

過

剰

防

衛

と

な

る

も

の

が

あ

る

っ

て

。

…
順

平

は

」

 

及

川

「

…

初

め

て

自

分

の

性

格

を

憎

ん

だ

よ

」
 

と

、

寝

転

び

、

加

奈

子

に

背

を

向

け

る

。
 

 

○

森

林

・

平

坦

な

道

 

パ

ト

カ

ー

が

数

台

止

ま

っ

て

い

る

。

 

バ

イ

ク

と

犬

を

連

れ

た

男

性

と

槍

田

、

足

元

に

は

土

か

ら

は

み

出

た

、

府

川

の

靴

。

 

槍

田

の

手

に

は

土

が

付

い

た

、

ワ

イ

ヤ

レ

ス

イ

ヤ

ホ

ン

。

 

靴

の

そ

ば

で

犬

が

吠

え

て

い

る

。



 

  

 


